
大型魚礁設置効果調査

調査目的

設置された魚礁について、生産効果及び経済効果を把握し、漁民の利用を促進するとともに効率的

設置方法についての資料を蓄積する。

E 調査内容

O 三沢沖

1. 調査期間

2. 調査場所

3. 調査員

4. 調査項目

昭和47年 10月-48年1月まで

三沢沖

主担技師沢田兼造 副担課長山形

技師高梨勝美

(1) 魚礁設置状況

(2) 漁船利用度、漁獲状況

5. 調査方法

(1) 魚礁設置状況

漁業者からの間取りおよび調査船による魚探反応調査

ω 漁船利用度、漁獲状況
標本船調査及び聞きとり調査、関係漁協の帳簿による漁獲高調査

皿 調査結果

0 三沢神

(1) 魚礁設置状況

実

魚礁の位置は第1図のとおりで、細谷沖魚礁は、小高い箱型をなしており、 「高座の根J(水深

38m)の上に設置されている。又、四}II目沖の魚礁は、 「四川自の根J(水深37m)附近に設

置されており、二JlI目沖の魚礁は「土鼻の根J(水深42市)附近に設置されている。

3ケ所の魚礁が設置されている場所の水深は37-40mで、一連のつながりをみせている。底

質は貝殻混りの粗砂である。

試験船による魚探反応模式図は第2図から第4図のとおりである。

第2図
細谷沖の大型魚礁は昭和45年に 985個設置されたもの

で、魚探調査では、模式図のとおり長方型の箱型をなし、魚

種は不明であるが、かなりの濃群が謂集していることが確認

され;f，こ。
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第3図

第4図

二川目沖

(水深42m)

2. 小型船並に標本船による操業状況

四川目沖の大型魚礁は46年に1，6 6 0個設置され、魚探

調査によると，模式図のとおり、小高い山をなして散在した

型で、魚種は不明であるが魚礁上に小群の反応、があらわれて

し、る。

二川目沖の大型魚礁は46年に1，660個設置され、魚探

調査ではやや正方形型に記録された。調査時点では魚群反応

はみとめられなかった。

八戸市鮫浦漁協所嘱の 1-5トン未満の糊合は 30余隻で、周年三沢神大型魚礁を利用する船は

1 5隻ほどである。

白銀、八戸市漁協所嘱船の魚礁利用時期は5-7月の間で、利用隻数は数隻に過ぎない。魚礁設

置場所は3箇所共、従来から漁場として利用されており、マコガレイ、ソイ、アイナメ、ヒラメ等

が一本釣並K期l網等で漁獲されている。
魚礁周辺を周年漁場として利用しているのは鮫浦漁協所嘱船であるが、その理由として、鮫浦漁

協は、三沢の共同漁業権漁場に入漁権をもってないことが原因のようであるo八戸港を中心にして

北部漁場には、天然礁が点在しているため、根付魚も豊富でi漁場として条件のよいことがあげられ
るが、南部漁場は毎年5月-6月にかけてイカナゴ漁業、 11-7月頃まではタヨ箱漁業が行なわ

れており、漁場が狭いため利用度は少ないようである。一方自銀、八戸市漁協所嘱の小型船漁場は

三沢の漁業権漁場を利用して、 4月-6月にかけて、ソイ、アイナメ、カレイ類、ヒラメ等を刺網

または一本釣で漁獲し、 1-5月にかけて白魚漁業、 12 -3月まではホツキ貝漁業、夏から晩秋

にかけては、イカ釣漁業がおこなわれている。従フて鮫滞と八戸市、白銀漁協所嘱船との聞には漁

業形体が異なるため格差があり、鮫浦の漁業者は沖合漁業に依存する度合が大きく、常に一本釣、

刺網漁業を営なみ、三沢沖魚礁を中心として操業しているようである。

標本船は当初10隻予定したが、漁獲高調査にあたり、資料不備なのが2隻あったため、鮫浦漁

協から 6隻、八戸市漁協から 1隻、白銀漁協から 1隻、計8隻になった。

標本船の昭和47年1-1 2月までの月別総漁獲量と三沢沖3箇所の魚礁から漁獲された主要魚

種〈ソィ、ヒラ i、アイナメ、パパガレイ、マガレイ、マヨガレイ〉の漁獲量は第 1-第6表のと

おりである。
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第1図 三沢沖大型魚礁設置場所と漁場図

0細谷沖魚礁(鮫角灯台341fT

o四J11目沖魚礁(鮫角灯台34 90T 

0二川日沖魚礁(鮫角灯台34!1'T
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三沢沖大型魚礁主要魚種別漁獲量

第 1表ソイ類 単位勾(0印は比較的多く漁獲された月)

----------

1月 2月 3月 4月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 1 1月 12月

標本漁船月別
全獲量

136 130 85 110 380 340 540 310 156 160 49 36 

標ら本の船漁魚獲礁 o 40 
。 。

か量
1 10 14 8 55 35 30 46 

魚礁からの % 雪も % 
o. 4唖1 

% % ヲ6 % % 
漁獲比率必 o. 11 O. 9 10.52 O. 25 3. 52 2. 18 61. 22 1. 27 

ソイ類(クロツイが主)は 3-7月を除き周年一本釣、または束1J網で漁獲され、比較的多く漁獲

された月は5月と 11月で、 5月は総獲量 (380kg)の中で魚礁周辺から約 40 kgの漁獲(10.52 

必)があげられ11月は全漁獲量(4 9 kg )の中から魚礁周辺の漁獲は約30 kgの漁獲 (61.22

必)であフた。ソイ類の漁獲量は上記表のとおり、 5月と 11月に魚礁周辺からの漁獲が多く、産

卵前記から後期にかけて魚礁に謂集しているようである。

第2表ヒラメ 単位kg

------1月 2月 3月 4月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 1 1月 12月標全本漁船獲月別量 136 130 85 110 380 340 540 310 156 160 49 36 

標ら本の船漁魚獲礁
か量

1 11 
089 

1" 13 
062 072 

魚獲礁からの
% % 世 % % % ヲ6

漁比率必 O. 09 O. 29 2. 61 O. 27 0.41 39.74 45. 0 

ヒラメは 3月から一本釣と刺網で漁獲きれ、 6月比は総漁獲量(340 kg)のうち 89 kg (2.619り

が漁獲されている。 9~ 1 0月lてかけてはもっとも多く、総漁獲量の 39.7 4 - 4 59もが漁獲され
ている。ヒラメが魚礁周辺に謂集する時期は 4-fi月で、 1 1 -3月まで漁獲がなかうたのは小型

船が比較的沿岸でタコ籍漁業、ホッキ貝漁業を営んだためである。

第3表マガレイ 単位旬----I月 2月 3月 4月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 1 1月 12月標本漁船獲月別
全量 J 36 130 85 110 38Q 340 540 310 156 160 49 36 

標から本の船漁魚獲礁量 i 
087 034 1 

020 

魚獲礁からの
% % % % % 

漁比率% 0.63 22.9 10 O. 20 1. 28 

マガレイが魚礁周辺から漁獲されている時期は 1年の中 4-8月を除く時期で、 5月には総漁獲

量(380 kg)のうち魚礁周辺で 87 kg (2 2.9 %)獲れている。マガレイの産卵期は 5月から 6月頃

のようで、その前期から後期にかけて魚礁周辺に集っているようである。

第4表マコガレイ 単位kg

-----1月 2月 3月 4月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 1 1月 12月

標本漁船獲月期
全量

136 130 85 110 380 340 540 310 156 160 49 36 

標ら本の船漁魚獲礁
か量

12 33 12 1 

魚礁からの '!b '!b 
3. 5彊2 

'!b 

i主獲比率必 10. 9 8. 68 0.02 

マコガレイが魚、礁周辺から漁獲されている時期は 4 月 ~7 月までのようで‘ 4~6H 主では

1 1 0 kg~ 3 4 0 kgの漁獲があり、 5月lては特に多く、総漁獲量 (380kg)のうも魚礁周辺から

の8.68 %をあげている。マコガレイの産卵期は 12月から 3月頃までといわれているが、魚礁周
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辺で漁獲されている時期は産卵前期から後期にかけて多く、その頃魚礁に集っているようである。

第5表エゾアイナメ 単位均

1月 2月 3月 4月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 1 1月 12月

l標全本漁船獲月別量 136 130 85 110 380 340 540 310 156 160 49 36 

標ら本の船渋嘩魚礁 11 22 18 3 20 
か量

魚礁獲からの % % % % % 
漁 比率必 1.00 O. 57 O. 53 O. 10 1. 28 

エゾアイナメの魚礁からの漁獲は主要魚種6種の中では少くない方で、 4月に総漁獲量 (110kg)

のうち魚礁からは 11 kg ( 1 0 0 %) 5月には総漁獲量 (380kg)のうち魚礁から 22kg (0.57係)

が漁獲されている。ェゾアイナメの産卵期は 10-1月といわれているが、その前期と後期にかけ

て魚礁に集っているようであった。
第 6表パパガレイ 単位kg

1月 2月 3月 4月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 1 1月 12月

|全標本漁船獲月別量 136 130 85 110 380 340 540 310 156 160 49 36 

標から本の船漁魚獲礁量 1 8 35 7 1 20 

魚獲礁からの % 。忠 % % % % 
魚比率必 0.11 O. 73 O. 92 O. 20 0.02 0.64 

バパガレイが魚、礁周辺から漁獲される時期は 3-8月で、比較的多く漁獲されている時期は 5月

で、総漁獲量 (380kg)中で、魚礁周辺からは 35 kg ( O. 92 %)の水揚があった。ノミノくガレイの産

卵期は 3-4月頃といわれ、その頃魚礁周辺に集っているようである。

標本船 8隻による 47年(1-12月)の総漁獲量は約 14. 51 5 kgで、その内魚、礁周辺から漁獲さ

れた主要魚種ソイ類、ヒラメ、アイナ人バパガレイ、マガレイ、マコガレイ 6種の漁獲量は約

8 1 4 kgで総漁獲量の約0.56%を漁獲している。

標本船の年間 1隻平均魚礁からの漁獲量は約 10 2 kgであった。標本身f}8隻による 47年 (1-

1 2月)の総漁獲金額は、約 5.8 0 6千円で、魚礁から 32 6千円(5.69も)を水揚げしている。

標本船の 1隻平均総漁獲金額は 72 6千円で¥そのうち魚礁周辺から約569も(41千円)を水揚

げしている。

N 調査の成果及び今後の課題

1. 調査の成果

三沢沖大型魚礁の設置後経過年数はまだ浅いため明確な効果はみとめられないが、細谷沖の魚礁

は設置後2年目にして、小型船によって利用され、根付魚がかなり多く漁獲されてきているようで

あった。細谷、四川目、二川目とも魚礁設置場所は従来からの漁場であり、ソイ、マカ‘レイ、マコガレ

イ、エソゃアイナ人ヒラメ、バノミカレイ等の棲息場所であったが、魚礁が設置されよことにより、この

種の産卵前期から後期にかけて多く集魚、されて、産卵後の幼稚魚の生育場としての効果も今後期待

できる。

2. 今後の課題

三沢沖の大型魚礁利用は、八戸市鮫浦漁協の小型船(1 - 5トン未満)によって多く利用されて

いるが、魚礁設置場所まで、往復約4時間前後かかり、 1 2 -2月にかけての季節風などによる影

響もあり、大型魚礁周辺漁場の利用日数は非常に少ないようである。

今後八戸沖に魚、礁を設置するのであれば、高館のf中(ダケ松の根)の適地に設置することを漁業
者は希望している。

V 調査結果

0奥戸沖

に
3
0υ つ臼



魚礁設置状況

奥戸沖の魚礁は昭和46年の 3月-4月にかけて設置されている。設置場所は水深80 m前後底

質粗砂で、通称沖の場との中間あたりで、漁業者によると魚礁はかなり散在して設置されているよ

うである。魚礁の位置は第2図の左おりで¥奥戸川、川口左端から 295ミCM ) 5.7 0 0 mのとこ

ろである。

2. 小型船並びに標本船による操業状況

魚礁の設置場所は、以前から漁場(神の場)で 12月から 6月頃までヒラ人ソイ、アイナヘカレ

イ類を一本釣、または刺網によって漁獲している。魚礁を利用しているのは、大問、奥戸、佐井の

漁業者であるが、もっとも多く利用しているのは、奥戸の漁業者でイカ釣と海藻採取時期を除

き 20隻前後( 1 - 5 トン未満)が利用している。主要~ 5魚種の 1月から(7月、 8月、 9月、
10月、 11月を除く) 1 2月までの月別魚種別漁獲量次の第 1表のとおりである。

1. 

単位:k~ 

-----1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月Is月I9 Jll10司11月 12月 合計魚 ソ イ 類 46 136 1.628 1.190 1.412 161 スルメイカ一本釣L海藻 123 4.696 
礁 ヒ フ メ 383 523 1.420 379 311 50.0 採取 375 3.441 
周

辺 ノ、ノミカeレイ 24.1 17.6 1.809 627 179 427 15 3.098.7 
台、
エゾアイナメ 5.8 29.3 587 157 282 100 4.4 1.165.5 
ら
の ス ズ キ 1.0 5.0 11. 2 17.2 

漁
獲
量 合 計 458.9 705.9 5.445 2.353 2.189 749.2 517.4 12.418.4 

小型船奥戸沖大型魚礁主要魚種漁獲量第 1表

主要魚種別、月別、漁獲量並に魚礁周辺からの漁獲比率は第 1図のとおりである。

VU2l IJ ~Ij 害健ffI稀

cコf(，，ff 閃辺 ')ð~\ Stl

'l'rrTコ!

標本船奥戸沖大型魚礁魚種別比率第 1図
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主要魚種であるソイ、ヒラメ、パパガレイ、エゾアイナメ、スズキの 47年 1月から 12月まで

の月期人魚種別人漁獲構成は第1図のとおりで、ある。

0 ヒラメの漁獲は 12丹、 1月、 2月、 3月で、特に多いのは 12月から 2月までで、全漁獲量の70

- 80 %を占めている。このころヒラメは魚礁周辺に集っている。

0ソイ類の漁獲は 12月-6月まで、で、 4月-5月にかけて、全漁獲量の 50-65%を占め産卵前

期から後期にかけて多獲されている。

0ババガレイの漁獲は 3月-6月で、多獲されたのは6月で、全漁獲量の 68%を占め、産卵期と関

連しこの時期に集魚している。

Oエゾアイナメの比較的、多獲される時期は、 3月、 5月、 6月で各月とも総漁獲量の 10-20%

程度であった。魚礁周辺には 3月から 5月にかけて集魚している。
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0スズキは漁獲対照魚の中ではもっとも少なく、 3月、 5月、 6月に漁獲され、各月とも総漁獲量の

1弘前後に過ぎなL、。

また、標本船 10隻による魚礁周辺からの平均漁獲量(主要 5種)は年間 1隻当り約1.4 0 0 kgで、

その漁獲金額は年間 1隻当り、平均 1，39 5千円となっている。

o調査の成果および今後の課題

1，調査の成果

奥戸沖の大型魚礁は46年に設置され経過年数は 1年であるが、従来から漁場であったところに

設置された。現在密漁防止の役割を果しており今後根付魚の集魚が促進されるものと漁民から期待

されている。

2. 今後の課題

魚礁はかなり散在して設置されているようである。

今後設置に対する技術的開発が必要である。

第2図 奥戸神大型魚礁設置場所と漁場図
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E 調査内容

o t家補沖

1 調査期間

2 調査海域

4 7年 6月-10月

深浦港灯台 34305.44km(大型魚礁設置場所周辺)

3 調査員及び調査船

(1 )調 査 員 主担技師、沢田兼造 副担課長、山形実

(2) 調 査 船 福栄丸 5.66トン 35馬力

4 調査項目

(1 ) 時期別、漁種別、漁獲量

(21 集魚状況

(3) 魚種別多項目調査(体長、体重、性別、胃内容物重量)

(4) 標本船、漁獲量

5 調査方法

(1 ) 時期別に漁業試験を行い魚種目Ij漁獲量を調査した。

(2) 集魚調査

魚群探知機並に三枚網による集魚、調査を行なった。

(3) 魚種別、多項目調査

時期別に漁獲された魚種の体長、体重、性別、胃内容物重量

しI1 標本船調査

深浦港における小型船 10隻に依頼し標本船調査を実施した F

田調査結果

。深浦沖

(1 ) 時期別魚種別漁獲量

漁獲試験は、 6 月~ 1 0月まで各月 1[01とし、傭船福栄丸により三枚網(2寸8分目)5反 1

放しにして魚礁周辺及び対照地に夫々 1 放しを使用した。漁獲魚種は 6 月~ 1 0月の聞で 34種

で、魚種別漁獲内容につレては第 1表のとおりである。 L三枚網の投網は夕方投網し翌朝均網し

た。)

調査期間中、漁獲の多いものはヒラメで総漁獲尾数 358尾 2486%(89尾)を占め、カ

ナガシラ(1 6.4 8 % )、コ守マフク (11.179"6)、シロギヌ(6 1 5 % )の1原であコた。

魚礁周辺から多く漁獲されたのはヒラメで、総漁獲量 188尾の中で 38.3% ( 7 2毘)漁獲

された。カナガシラ(1 5.4 3 % )エゾアイナメ(7. 4 5 Jo )シロギス(5.3 2 % )がこれに次

し、だ。

また、魚礁周辺外から多く漁獲されたのはゴマフグで、総漁獲量 170尾の中で40尾(2 3 

5 3 % )が漁獲され、カナガシラ(1 7. 6 5 % )ヒラメ(1 0.0% )ミシマオコゼ(8. 2 4 % ) 

シロギス (706%)がこれに次いだ。
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第 1表 漁獲内容一覧表(深浦)
告「

パヶ月日 4 7. 6. 1 2 4 7. 7 2 2 4 7. 8. 1 9 4 7 9. 2 2 4 7. 1 O. 1 5 i口h 言十

距離 魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地 計

魚種 尾 qも 尾 % 尾 吸3 尾 91。 尾 qも 尾 切3 尾 勿】 尾 % 尾 % 尾 % 尾 切3 尾 切3 尾 % 

ホシザメ 1 6. 67 1 0.53 1 0.28 

テングカスベ 1 2. 22 1 O. 59 1 0.28 

アカエイ 1 6.67 1 3. 45 1 O. 53 1 0.59 2 O. 56 

フクラゲ 3 5. 77 6 1 20. 69 9 5.29 9 2.51 

マダイ 7 1 13.46 1 2. 33 8 4. 26 8 2.24 

チダイ 1 1. 92 1 0.53 1 0.28 

イシダイ 5117.24 5 2. 94 5 1.4 

シロギス 10 19.23 10 19.23 2 6. 9 10 5.32 12 7. 06 22 6. 15 

キアマダイ

ミシマオコゼ 11 21. 15 3 1 10. 35 14 8. 24 14 3. 91 

ウスメバル

シマソイ 3 1 11. 54 1 2. 33 4 2.13 4 1. 12 

エゾアイナメ 3 5.77 3 20 8 1 15. 39 1 3.45 14 7. 45 1 0.59 15 4. 19 

カナガシラ 17 65. 39 10 100.0 12 23. 08 17 50.0 2 4.44 1 3. 45 29 15.43 30 17. 65 59 16. 48 

トウベツカジカ

ヒラメ 7 13.46 17 50.0 81 53. 33 26 50. 0 31 72. 09 72 38.3 17 10.0 89 24. 86 

カやンゾウヒラメ 1 2. 22 1 2. 33 ] 0.53 1 O. 59 2 0.56 

タマガンゾウピラメ 2 4. 44 2 1. 18 2 0.56 

ムシガレイ 15 28. 85 15 7. 98 15 4.19 

メイタカゃレイ 9 17. 31 21 13. 33 3 6. 67 2 4.65 13 6. 92 3 1. 77 16 4.47 

アサバ

マガレイ 2 7. 69 4 7. 69 6 3. 19 6 1. 68 

マコガレイ 2 3. 85 7 1-16. 28 9 4. 79 9 2. 56 

イシガレイ 1 3.85 1 0.53 1 0.28 

ヤナギムシガレイ 3111.54 3 1.6 3 0.84 

セトウシノシタ 7115.56 7 4.12 7 1. 96 

セキウシノシタ 8 1 15. 39 8 4. 71 B 2.24 

グロウシノシタ 3 5.77 3 1.77 3 0.84 

カワハギ 1 3. 45 1 0.59 1 0.28 

ウマジラハギ 9 1 31. 03 9 5. 29 9 2. 56 

ゴマフグ 17 32.69 23 51. 11 40 23.53 40 11. 17 

アンコウ

タ コ 1 2. 22 1 O. 59 1 O. 28 

オキアナゴ 51 11. 11 5 2. 94 5 1.4 

言十 3 4種 26 100 10 100 52 100 34 100 15 100 52 100 52 100 45 100 43 100 29 100 188 100 170 100 358 100 
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主左して漁獲された 7種の月別漁第尾数は第 1図~第 7図のとおりである。

第 1図 月別、魚種別漁獲量

尾

40 

30 

20 

10 

。

ヒラメ

官霊園
女欄仁ゴ

月別 I 6 7 8 9 10 

第 2図ソイ類

尾|

10 

。
月別 6 

第 8図エゾアイナメ

尾
10 -

() 

月別 6 

7 8 9 

7 。

ヒラメは 7、 8、 9、 1 0月に魚礁周辺から漁獲され、

9月-1 0月は比較的多く 27-:'l2尾が漁獲され。魚

礁周辺外からは 7月に 17尾漁獲された。

ソイ類は魚礁周辺で 6月と 10月それぞれ、 3尾、 1 

尾の漁獲があった。

10 

エゾアイナメは魚礁周辺から、 7、 8、 9月に漁獲さ

れ、 9月には比較的多く(8尾)漁獲された。

10 
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E
 
レガコマ図

A
U
1
 
第

尾
叩

マコガレイは魚礁周辺から 7月左 10月に漁獲

され、 1 0月には 7尾漁獲された。

。
月別 6 7 8 9 10 

第 5図 ムシガレイ

尾
ムシガレイ漁獲は 7月に 15尾漁獲された・

15 

10 

5 

。l
t-I幽パ 1 t-4 

月別 6 7 8 9 10 
サメ類の漁獲は魚礁周辺で 8月に 1尾漁獲され

第 6図サメ類 ただけで‘あった 3

m 
月期l 6 7 9 10 その他の魚種は第 1表のとおりであるが、魚、礁周

そ の 他
周辺から多く漁獲されたのは 6、 7、 9月、(2 3 

~28 尾)であった。魚礁周辺から多く漁獲された

尾| のは、 8、 9月で天々と 45尾 52尾の漁獲であっ

50→ 

: 11 n 

Tこ。

'0 -1 

30 」 l|l|:||

10 
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(2) 集魚状況

6月10日まで各月 1回魚群探知機で魚礁の集魚状況を確認し三枚網を投網した。

第 8因 調査月日ごとの魚探反応模式図

S 4 7.6.1 2 S 4 8.7. 2 1 S 48.8.1 8 

魚~イ魚群

S 4 8.9.2 1 S 4 8.1 0.1 2 

魚九/魚群

(3) 魚種別多項目調査

第 9図

A 魚種別、月別、平均体長組成

大型魚礁周辺から、 7 月 ~1 0月まで漁獲されたヒラメの平均体長組成ほ第9図のとおりでヒ

α孔
ヒラメ

40 

3 

20 

~ZllJ 
月別 7 8 10 

ラメは 6 月に全く漁獲されず、 7月~lO月に漁獲されたのは体長 2 8 cm-

(171-32cm9月には大きい方で 32 cmで、あったο

仁二]魚礁周辺

WdA魚礁周辺外
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B 魚種別、月別、平均体重

3 

500' 

400 

300 

200 

100 

ヒラメの 7月-10月までの平均体重は魚礁周辺外共 7月は 39 0 

3、 8月は 21 0 9-、 9月は 3309-1 0月は 1809-であった。

亡コ魚礁周辺

~魚礁周辺外

月期!f 7 8 9 10 

C 魚種別時期別雌雄別成熟状況

三枚絹によって魚礁周辺及周辺外から漁獲された 20種について 6月-1 0月における成熟

状況を調査したところ、

a ホシザメは 8月に l尾の漁獲され(魚礁周辺)未成魚であった。

b マダイは 9月に 7尾、 10月に 1尾の漁獲されたが未成魚で、あヮた。

c シロギスは魚、礁周辺外から 8月に漁獲 10尾され雌 7尾は完熟であった。 9月に魚礁周辺

から 10尾漁獲されたのは雌 2尾雌6尾で共に成熟J小ら完熟であった。

d シマゾイは魚礁周辺から 6月に 3尾、周辺外から 3尾漁獲されたが、雌雄共未熟であった。

1 0月は魚礁周辺から 1尾漁獲されたが未熟であった。

e カナガシラは 6月-7月にかけて漁獲され熟魚は、成熟から完熟のものが多かった。

T ヒラメは調査期間中多く漁獲されたが、未成魚、から未熟魚、だけであった。

g ムシガレイ、メイタガレイ、マコガレイ、ゴマフグについては未成魚から未熟であった。

h マガレイは 6月に 2尾漁獲され、 2尾共放卵後のものであった。

ヤナギムシ力、レイは 6月に 2尾漁獲されたが放卵後のものであった。

セトウシノシタは 9月魚礁周辺外から 7尾(雌)され完熟であった。

・クロウシノシタは、 8月に魚礁周辺外から 3尾(雌)漁獲され放卵後であったや

.オキアナゴは 9月に 5尾魚礁周辺外から漁傍ーされ雌雄共に成~完熟であった。

0 魚類性熟度基準

内 '"'" tI" 

雌 の 場合 l 性成熟に達していないもの及び卵粒卵はみとめられないもの=未成魚

2-1 成魚であるか卵巣は小さく肉眼で認められてもきわめて小さいもの=未熟

3 卵巣は最大に達し、不透明な卵の中に透明な熟卵がまじっているもの=半

熱

雄の場合

4 卵巣は透明な成熟卵で、満されている=完熟

5 放卵後のもの

1 性成熟に達しない魚の精巣で白色透明。

2 - 1 1の場合より精巣少し大きい。

2-2  精巣はかなり大きくなり乳白色不透明

3 精巣は大きく精液の浴融が認められる。
4 放精後のもの
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D 魚種別.月別胃内容物

漁獲された 20種について胃内容を調査したところ各魚種共、魚礁周辺外から漁獲されたが

胃内容物人魚類が多く、次に消化したもので、甲殻類を食していたのは少なかった。

E 月別.魚種別平均胃内容重量

6月-10月まで、に漁獲された 20種の魚類について月別平均胃内容物重量の調査を行なっ

~" 
J~O 

主として魚礁周辺から漁獲されたマダイ、イシダイ、シマゾイ、メイタガレイの胃内容は不

明で、消化したものが多かった。また、魚礁周辺から漁獲されたもので、エゾイソアイナメは大

部分甲殻類を捕食し、 1尾平均0.5[} -1. 0 [}であった。

カナガシラ、ヒラメは魚礁周辺外から共に漁獲され、胃内容は甲殻類と魚類を捕食しており

1尾平均0.3[} - 1 4.0 [}であった。
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第 2 表 魚種雪1].時期別雌雄別成熟状況(深浦)

コミミ
調査月 6 7 

調査区 魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地

性別 8 ♀ 色 g 色 ♀ 色 ♀ 

ホシザメ
調査尾数

熟 度

マダイ
調査尾数

熱 度

イシダイ
調査尾数

熟 度

シロギス
調査尾数

熟 度

調査尾数 2 1 
シマソイ

熟 度 2 - 1 2-1 

調査尾数 3 
エゾイソアイナメ

熟 度 2 - 1 

調査尾数 13 4 6 4 8 4 4 5 8 
カナガシラ

熟 度 4 2-1 4 2-1 2 -1  2 - 1 4 2-1 4 

調査尾数 5 2 1 0 7 
ヒラメ

熟 度 2-1 2 - 1 2 - 1 2 - 1 

タマガンゾウビラメ
調査尾数

熟 度

調査尾警官 1 14 
ムシガレイ

熟 度 2-1 2 - 1 

調査尾数 4 5 
メイタカーレイ

熟 度 2-1 2 - 1 

調査尾数 2 4 
マガレイ

熟 度 5 2 - 1 

調査尾数 2 
マコカ、、レイ

熟 度 1 

調査尾数 1 2 
ヤナギムシガレイ

熟 度 2 - 1 5 

セトウシノシタ
調査尾数

熟 度

クロウシノシタ
調査尾数

熟 度

ウマジラ山ギ
調査尾数

熟 度

ゴマフグ
調査尾数

熟 度

オキアナゴ
調査尾数

熟 度

第 3 表 魚種別.月別胃内容物

月 6 7 

魚種 餌 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 グ二bE回月 不明

ホシザメ
魚礁周辺
対照地

マダイ
魚礁周辺
対照地

イシダイ
魚礁周辺

対照地
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8 9 1 0 

魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地

8 ♀ 8 ♀ 8 g 8 g 8 ♀ 8 ♀ 

1 

1 

4 3 1 

1 1 1 

5 

1 

2 7 1 2 2 5 1 1 1 

1 4 1 4 3 4 3 1 1 

1 

2-1 

1 2 4 4 1 

1 1 1 1 1 

2 1 

1 

1 5 2 1 6 1 0 3 0 1 

2-1 1 1 1 1 1 

2 

3 

1 1 1 2 1 1 

1 1 1 1 1 1 

3 

1 4 

1 

7 

4 

3 

5 

9 

1 

215  1 3 1 0 

2 1 2 1 

3 Z 

4 4 

単位:尾

8 9 1 0 

尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明
1 1 

7 5 2 1 1 

5 日
η' 
9
u
 



月 6 7 

魚種 餌 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明

シロギス 魚対礁照周地辺

シマソイ 対魚礁照周地辺 3 2 l 

対魚礁照周地辺 3 2 1 
エゾアイナメ

対魚礁照周地辺 17 2 10 4 12 2 1 9 
カナガシラ

10 10 17 17 

対魚礁照周地辺
7 5 2 

ヒラメ
17 9 7 1 

タマガンゾウピラメ 対魚礁照周地辺

ムシガレイ 対魚礁照周地辺
15 9 5 1 

メイタガレイ 対魚礁照周地辺
9 9 

マガレイ 魚対礁照周地辺
2 2 4 2 2 

マコガレイ 対魚礁照周地辺
2 2 

ヤナギムシガレイ 対魚礁照周辺地
3 1 1 1 

セトウシノシタ 対魚礁照周地辺

セキウシノシタ 対魚礁照周地辺

クロウシノシタ 対魚礁照周地辺

ウマジラハギ 対魚礁照周地辺

ゴマフグ 対魚礁照周地辺

オキアナゴ
魚礁周辺

」
対照地

第 4表 魚種別.月別平均胃内容物重量

月 6 7 

魚種 餌 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明

ホシザメ
Z礁周Eワ
際 地

マダイ
Ul 車周JlJ 
、陪 駒

イシダイ 対魚礁照周地辺

シロギス 対魚礁傾周揃辺

シマソイ 対魚礁照周地辺
3 。

エゾイソアイナメ 対魚礁照周地辺
3 1.0 

カナガシラ 対魚礁照周地辺
17 0.3 12 O. 4 

10 。 17 。
ヒラメ 対魚礁照周地辺

7 I 14. 0 
17 5.5 

タマガγゾウピラメ 対魚礁照周地辺

ムシガレイ 対魚礁照周地辺
15 1.9 

メイタカF レイ 高対礁照周地辺
9 。

マガレイ 対魚礁照周辺地
2 0.1 4 1.8 
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8 9 1 0 ・

尾数 魚類 甲殻類 空腎 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 空宵 不明
lU i 11 i 

10 4 5 1 
1 I 

3 1 2 8 1 7 

1 I 

2 2 2 2 

8 1 6 1 26 8 3 14 1 31 3 7 -zr 

2 1 1 

2 2 2 1 1 
3 3 

7 3 証

7 1 5 1 

8 8 

3 3 

9 3 6 

17 17 23 23 

5 1 4 

8 9 1 0 

尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明

1 。
7 り.4 1 ::l. U 

1 O. 5 

10 2 7 O. 5 

10 O. 8 1. 0 O. 7 2 O. 9 

1 。
3 O. 5 8 O. 5 

1 2. 5 

2 。 2 。
81 O. 6 O. 9 26 2. 3 2 2 O. 8 31 1. 8 

2 O. 2 

2 。 2 O. 8 。
」ー
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月 6 7 
魚種 餌 尾数 魚類 甲穀類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 グ二Eb百円 不明

マコカ、レイ 魚礁周辺 つ“ 。
対里地

ヤナギムシガレイ
昔対魚礁晶照周地辺豊

3 O. 3 O. 3 

セトウシノシタ

セキウシノシタ

グロウシノシタ

ウマズラハギ

ゴマフグ

オキアナゴ
対照地

(4) 標本船調査

標本船は当初 10隻予定したが、調査表の提出は 6隻よりなかったので、 6隻についての月別、

魚種別、漁獲量を調査した。

調査は 47 年 l 月~ 1 2月までとし対象魚は根付魚であるソイ類、ヤナギメバル、エゾメパノレ、

ヒラメ、エゾアイナメの 5種とした。漁法は主として l本釣である。

第 5表ソイ類 ( kg ) 

-----1月 2月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8月 9月 10月 11月 12月標本船月別
65. 2 186. 6 21)0.4 457. 8 159. 7 7. 8 7. 8 3. 0 7. 4 

全漁獲量

標本船魚礁から
57. 2 17. 5 13.4 

の漁獲量

魚、礁からの漁獲
80 6. 2 2. 9 

比率 % 

ソイ類は 10月を除く 3月から 12月まで標本船によって多く漁獲されている。調査時期は

3 月 ~7 月まで各月総魚獲量のうち魚礁周辺からの漁獲は 3 月 77. 2kg( 80%) 5月 17. 5 kg 

( 6. 2 ~も) 6月 13. 4勾(2.9 7'0 )であったが、特に漁獲の多かったのは 3月で‘あった。

メパノレ類の産卵期は 4 月 ~5 月頃までのようであるが、この頃天然礁及び人工魚礁に頗集して

し、るようて、ある。

第 6表 ヤナギメバノレ ( kg ) 

~ー----
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

標本船月別全漁獲量 12.8 97. 6 36. 4 49.4 5. 4 12.7 16. ~ 

標本船魚礁からの
5. 8 37. 3 16. 0 20 2. 0 5. 0 7. 

漁 獲 EE三EL 

魚礁からの漁獲% 
比率

4. 5 38. 2 44 40 37 39. 3 44 

ヤナギメバノレが標本船によって漁獲されている時期は 3 月 ~5 月を除く 1 0月までで、量的に

多く漁獲されたのは 4月(9 7. 6 kg )で総漁獲量に対する魚礁周辺から漁獲比率の多いのは

1 0月(4 4. ~も)で、次に 9 月( 3 9. 3 %) 4月(3 8. 2 % )の順となっている。メパル類の産

卵期は 1 2 月 ~6 月頃といわれているが、その時期は天然礁及び人工魚礁に蛸集しているようで

ある。

220ー



8 9 1 0 

尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 申震覇 空胃 不明
7 1.5 

7 o. 3 o. 1 

8 。
3 。

9 1.3 

17 。23 。
5 o. 5 

第 7表エゾメバル ( kg) ----1月 2月 3月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 11月 12月標全本漁船獲月量別 16.0 180.4 506. 9 109.6 5.5 8.0 28. 8 

標本漁船魚礁繕から
の 量

16.0 72.0 

魚礁からの漁獲% 
比率 100 39. 9 

エゾメパfレが漁獲されている時期は 3月-8月、 9月、 11月の 3ヶ月を除く 12月までで、

期間中標本船によって量的に多く漁獲されたのは 5月で 50 6.9 kgの漁獲で、あったが、魚礁周辺

から漁獲されたのは、 3月と 4月だけで3月は総漁獲量(1 6 kg )に対して lOO%(16kg)

の漁獲であった。

4月は総漁獲量 18 0.4 kgに対し魚礁周辺から 39. 9 % ( 7 2 kg )漁獲されている。

第 8表エゾアイナメ ( kg) 

~一---
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

標本船月別全漁獲量 41. 4 79. 6 32.4 

標漁本船魚獲礁から量の 1.0 

無比礁か率らの漁獲% 2. 4 

エゾアイナメが標本船によって漁獲さわたのは4月-6月までで総漁獲量に対して魚礁周

辺から漁獲されたのは 4月に 2.4% ( 1 kg )であった。

第9表ヒラメ ( kg) 

ーーーー 1月 2月 3月 4月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10月 11月 12月』
標本船月別

32. 5 194 3 433. 9 22. 5 12.9 19.0 
全漁獲量

標本船魚礁から
48. 0 10.0 

の漁獲量

魚礁からの漁獲
11 44 

比 率 ?も

一ヒラメが標本船によって漁獲された時期は4月-7、 8、 9月を除く 12月までであった。

多く漁獲されたのは 6月(4 3 3.9 kg )であったが魚礁周辺での漁獲構成の多いのは 10月

( 44 %)で、 6月は 11 %であった。
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第 10図 深浦沖大型魚礁設置場所と漁場図
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N 調査の成果及び今後の調題

1.調査の成果

標本船の魚礁利用状況及び、漁獲調査の結果からみて、深浦沖の大型魚礁は毎年1月-1 2月頃

まで利用されているが、特に多く利用されている時期は 3月-6月頃である。魚礁はかなり散らば

って設置されており漁業者によれば 500-600m間隔で 5ケ所ぐらいに設置されているとのこ

とである。主要魚種であるソィ類・ヤナギメバル・ェゾメパル、エゾアイナメ、ヒラメの 5種につ

いて標本船による総漁獲量は 3，30 0 k9で、魚礁周辺からの漁獲はその 35. 4 % ( 1 1 7. 1 kg )で

あった。深浦沖の大型魚礁を利用ιている漁船は 1-3トン級が主で、漁業従事者は老人が多く春
~夏にかけては観光漁業の漁場として利用されている外、魚礁設置場所は深浦港から漁場として近

いことから 1本釣漁業者Kより 1日1回は利用されているようである。漁獲される魚種はソイ、メ

パルが主で‘年今増加してきている。

2 今後の課題

深浦沖の大型魚礁設置場所周辺の底質は泥砂が多く(水深 90-60m)ヒラメが年中棲息して

いて、 4 月 -6 月頃までは大ヒラメが多く漁獲され 7 月 ~l 0月頃までは小型のヒラメが多く漁獲
されていた。

E調査内容

0 小泊

l 調査期間

2. 調査海域

市

T、
J
v
t

昭和47年6月-10月まで

権現崎灯台 150 3. 6 km (大型漁礁設置場所周辺)

3. 調査員及び調査船

(1 )調査員 主担技師沢田兼造 副担課長山形 実

(2) 調査船 傭船寿恵広丸 1.90トン-1 7馬力

4. 調査項目

(1 ) 時期別、魚種別漁獲量

(2) 集魚状況

(3) 魚種別多項目調査(体長、体重、性別、胃内容重量)

(4) 標本船漁獲量

5 調査方法

(1 ) 時期}]Ijf'L漁業試験を行い魚種別の漁獲量調査を実施した。

(21 集魚状況

魚群探知機並κ三枚網による集魚調査を行なった。
(3) 魚種別多項目調査

時期別に漁獲された魚種の体長、体重、性別、胃内容物重量

(4) 標本船調査

小泊港における小型船 10隻に依頼し標本船調査を実施した。

皿調査結果

o 小泊沖
1 時期別魚種別漁獲量調査

漁獲試験は 6月-10月まで各月 1固とし、傭船寿恵広丸により三枚絹(2寸8分目)5反 1

放にして、魚礁周辺f'L1放し対照地f'L1放しを使用したo 漁獲魚種は6月-10月の問で 23種

の20 4尾漁獲された。その魚種別の漁獲内容Kついては第 1表のとおりである。 L三枚網の投
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網し翌朝揚網した)調査期間中、漁獲の多いのはネコザメで、全漁獲尾数 204尾の中で36.28

%を占めホシザメ(1 O. 2 9 '7も)カワハギ( 1 O. 2 9 % )ヒラメ (735%)シマソイ(6.8 6 

9も)の11闘であったの

第 1表 (小泊)漁獲内容一覧表

:マξ 47 6. 7 47. i. 13 47 8.22 

魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地

尾 句。 尾 句。 尾 % '尾 % 尾 句。 尾 9も

ネ コ ザ メ 63 79. 75 11 ~o. 74 

オ、 シ ザ メ 5138. 46 12 52. 17 

アブラツノザメ l 1. 27 

タ ナ コ 1 3. 7 11 4.35 1 8. 33 

ソウタカツオ

ク ロ ダ イ

ーマ ダ イ 3113.04 

チ タ イ

イ :ン 夕、 イ

ニL ゾ メ ノ、 ノレ 21 8. 7 

ヤナギメノミル 11 4.35 

シ ーマ ソ イ 71 8. 86 3123. 1 4117. 39 

エゾイソアイナメ 31 3. 8 1 8. 33 

カ ナ カ シ ブ 3125. 0 

ヒ フ メ 2115.39 5141.67 

ム シガ レ イ 1. 27 

ーマ コ カ、 レ イ 3 3. 8 31 23. 1 

イ 、ン ガ レ イ

ノ、 ノ、 カ、 レ イ 1. 27 

グロウシノシタ 11 8. 33 

カ ワ ，、 ギ

ウマヅラパギ 15 55. 56 11 8. 33 

タ コ

三十 79 100 13 100 27 100 23 100 12 100 
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時期的κ魚礁周辺から漁獲されたのはネコザメ、ホシザメ、シマゾイ、カワハギである。

また、対照地から時期的に漁獲されたのはヒラメ、ウマヅラハギ、カナガシラ等であった。

47. 9. 26 47. 10. 19 i、Z 五十

魚礁周辺 対照地 魚、礁周辺 対照地 魚礁周辺 対照地 五十

尾 % 尾 % 尾 % 尾 % 尾 % 尾 % 尾 % 

63 45. 65 11 16. 67 74 

3 1 27. 27 1 1 6. 25 17 12.32 41 6.06 21 10. 29 

1 9. 09 1 I 6.25 1 o. 73 21 3. 03 31 1. 47 

1 o. 73 21 3.03 31147 

2 / 12.5 2 1 45 2/ O. 98 

6. 25 1. 52 1/ O. 49 

2 / 28. 57 1 / 6. 25 5 3. 62 1 1. 52 6/ 2.94 

3 / 42. 86 3 2. 17 3/117 

2 / 12.5 2 1. 45 21 O. 98 

1114.29 3 2. 17 3， 1. 47 

1 14.29 2 1 45 21 O. 981 

14 10. 15 14 6. 86 

3 2. 17 1 1. 52 41 1. 9抗|

2 1 18. 18 3/18.75 8/12.12 81 3. 29 

8/50.0 2 1. 45 13 19. 7 15 7. 35 

1 o. 73 11 0.49 

6 4. :-15 6/ 2.94 

1/ 6. 25 1 1. 52 1/ 0.49 

1 0.73 11 O. 49 

5/31.25 5 3. 62 l 1. 52 61 2.94 

5 1 31 25 5 3. 62 51 2. 45 

5 1 45. 45 21 31. 82 21 10. 29 

2 / 12.5 2 1. 45 21 o. 98 

ー一

7 100 11 100 16 100 16 100 138 100 66 100 204 100 
L.. 一一」一
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主として漁獲された 8種の月別漁獲組成は第 1図~第8図のとおりである。

第 1図ソイ類

尾
10 

月男Ij

第 2図ェゾアイナメ

尾
10 

月百1

第 3図エゾメパル

尾
10 

月5J1j

第 4図ヒラメ

尾

月5J1j

月日11.魚種別漁獲組成

5礁周降~
対照地仁コ

9 10 
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ソイ類は 6丹、 7月、 8月に魚、礁周辺か

ら漁獲されたが、 9月、 1 0月は魚礁周

辺対照地共に全然、漁獲されなかった。

エゾアイナメは6月に魚礁周辺から3尾獲

獲され、 8月には対照地から 1尾漁獲さ

れただけであったc

エゾメパルは 8月に 2尾 9月に 1尾魚

礁周辺から漁獲されたが、 6、 7、 1 0月

は、漁獲されなかった。

ヒラメは、 7月に魚礁周辺から 2尾漁獲

されたが、 8月と 10月は対照地から 5

尾~8 尾漁獲された。



第5図 マコカ5 レイ

尾

ω

月男Ij・ 6 8 9 。UI
 

第 6図 ムシガレイ

尾
10 

ー

防~

lJlj 6 I 7 18 1 9 I 10 月

第 7図サメ類

月日Ij 6 7 8 9 10 

第8図その他

lu 

10 

月男Ij 9 ]0 6 8 
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マコカレイの漁獲は6月、 7月共魚礁

周辺からの漁獲で、上九 10月は

全然漁獲されなかった。

ムシガレイの漁獲は6月に魚礁周辺か

ら1尾漁獲されただけで、 7、8、 9、

1 0月には漁獲されなかった。

サメ類は 6月に 64尾、 7月5尾、 8

月に 12尾と魚礁周辺から漁獲された

が、対照地からは、 7月、 9月、 10月

と6尾-2尾の漁獲があった。

その他の魚類は、タナゴ、ソウタカツオ、

イシタイ、カナガシラ、イシカ、レイ、ノミノ、

カレイ、 グロウシノシ夕、タコ等であるが、

7月に対照、地から 15尾漁獲され、多い方

であったが、魚礁周辺からは 6月から 7月

を除く各月 1尾-15尾漁獲された。



2 集魚状況

6 月~ 1 0月まで各月 1回魚群探知機により魚礁の集偽伏況を確認し三枚網を投網した。第 9図の

とおり。

第 9図 調査月日ごとの魚探反応模式図

S 4 7. 6. 7 S 4 7. 7. 1 3 S 4 7. 8. 2 2 

魚群
魚礁

魚礁
魚群 魚礁

S 4 7. 9. 2 6 S 4 8. 1 O. 1 9 

魚群
魚群

3 魚種JJIj多項目調査

(1 ) 魚種別、月別、平均体長組成

大型魚、礁、魚礁周辺から獲られた魚種で、 3回以上漁獲されたタイ類、ソイ類について、体長

組成を調査した。

0 ソイは 6月、 7月、 8月と 3固に亘って漁獲され6月の体長は 27cmで、あったが、 7月、 8

月に漁獲されたものは 24 c抗て、や L小さくなった。

0 タイは 8月、 9月、 1 0月に漁獲さわ、 8月の体長(尾又長)は 25 cmで、 9月は 30 側、

1 0月は 28cmで、あった。(第 10 図~ 1 1図)

第 10図 ソイ類
cm 
30 

20 

10 

r--
「一-， r-

月方Ij 6 7 8 

第 11図タイ類
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(2) 魚種別、月別平均体重

0 ソイは6月に 34 0 fJ、 7月は24 0 fJ、8月は26 0 fJであった。

0 タイは 8月に 33 0 fJで、小型であったが、 9月は86 0 fJとなり、 10月には48 0 fJになっ

マ n
μ」。

第 12図ソイ

F 

400ト

300ト

200ト

100ト

「一司

r-
r-

月別 6 7 8 

(3) 魚種別時期別雌雄別成熟状況

第 13図 タ イ

F 
900 

「
800 

700 

600 

500 

「400 

「ーー
300 

200 

月別 8 9 10 

三枚網によって魚礁周辺と対照地から漁獲された 19種について 6月-10月まで成熟状況を

調査した。

0 ネコザメは 6月に漁獲されたものは未成魚で、 7月の対照地から漁獲されたのは完熟であっ

た。

O ホシザメは7月、 8月、 9月、 10月に漁獲され、 7月に漁獲されたものは雌雄共完熟から

放精後のものが多く、 8月になってからはほとんど放卵放精したものが見られた。 9月に入っ

てから漁獲された3尾とも雌で、全部放卵後のもので・あった。 10月には未成魚が 1尾あった。

O アプラツノザメは6月に 1尾漁獲されたが未成魚で、 9月に魚獲された 1尾は雌で放卵後で

1 0月は 1尾で半熟であった。

0 タナゴは 7月に対照地から 1尾、 8月に魚礁周辺から 1尾漁獲されたが、共に未成魚で、あった。

O クロダイは 10月予定地から I尾漁獲されたが、未成魚であった。

。マダイは 8月と 9月に 3-2尾漁獲されたが、いずれも完熱から放卵のものであった。 10 
月に2尾漁獲されたが、未熟であった。

O チダイは 8月と 9月に漁獲された雄3尾とも放精後のもので‘あった。

0 イシダイ、 10月に 2尾漁獲された雄 3尾とも放精後のものであった。

0 エゾメバルは 8月と 9月に 2尾漁獲されたが雌で、未成魚で、未熟であった。

0 ヤナギメバルは8月及び 9月に魚礁周辺から漁獲されたが未成魚と未熟魚で、あった。
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。シマソイは 6月に魚礁周辺から雄4尾、雌3尾漁獲されたが雄4尾は未成魚、雌3尾は未熟で
であった。 7-8月に魚礁周辺から 5尾漁獲されたが、未成魚と未熟であった。

。エゾアイナメは対照地から 8月に 1尾漁獲されたが、未成魚であった。
。カナガシラは 8月、 9月、 10月に対照地から漁獲されたが、 7尾の内6尾は完熟または放則
のもので 1尾は未成魚であった。

。ヒラメは 8月、 10月に対照地から漁獲されたが、いずれも未成魚、であった。
第2表魚種別、時期別雌雄思Ij成熟、状況(小泊)

f烹
謂・査月 6 7 

調査区 魚、礁周辺 実す 照 地 魚礁周辺 奔す 日百 地

性別 色 ♀ 古 ♀ 色 ♀ 色 ♀ 

調査尾数 28 35 11 
ネ コ ザ メ

熱 度 1 4 

シザ 調査尾数 2 1 1 
ホ メ

緊l 度 2-1 4 4 

アフーラツノ→Fメ
調査足数 l 

熱 度 2 - 1 

ゴ
調査尾数 l 

タ ナ
熟度 1 

ク ロ ダイ
調査尾数

熟 度

FミF ダ イ
調査尾数
熟 度

チ ダ イ
調査尾数
熟 度

イ シ ダ イ
調査尾数
熱 号E

ェゾメノール 調査尾数
熟度

ヤナギメハル
調査尾数
熟度

イ
調査尾数 4 3 l 

シ ーマ ソ
熟 度 2 - 1 2ιl  

エゾイソアイナメ
調査尾数

熟 度

カナカシラ
調査尾数

熟 度

ヒ フ メ 調査尾数
車台、 度

調査号数 1 
ムシカレイ

熟 度 2ι1 

調査尾数 ワ】 1 ーラ
マコガレイ

熟 度 2 - 1 2 - 1 2-1 :2 - 1 

調査尾数ケロウ、:// ，ンタ ，J¥ 度

カ ワ ノ、 エギ
調査足数
熟度

調杢尾fr 10 5 
ウマヅラハギ
熟度 4 4 

~ 
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0 ムシガレイは6月1尾魚礁周辺から魚獲されたが未熟であった。

。マコガレイは 6月、 7月と魚礁周辺から魚、獲されたが、いずれも未熟であった。
O グロウシノシタは 10月に雌5尾 漁獲されたが5尾共放卵後のものであっそ。

O カワハギは 10月に 5尾漁獲されたが未成魚で、あった。

。ウマヅラハギは 7月、 8月、 9月に対照、地から 21尾漁獲されたが、 1尾未成魚、で 20尾は
完熟であった。

8 9 1 0 

魚礁周辺 対照地 魚礁周辺 対 照 地 魚礁周辺 対 照 地

会 ♀ 合 ♀ 色 ♀ 合 ♀ 古 ♀ 古 ♀ 

2 1 l 7 3 1 

4 5 5 1 5 1 

1 1 

5 3 

1 

1 

1 

1 

2 1 1 2 

4 4 4 5 2 ~ 1 

3 

4 

2 

1 

2 1 

1 2 ~ 1 

1 1 

1 2 ~ 1 

2 2 

1 1 

1 

1 

l 2 2 1 1 

5 5 4 1 5 

4 l 3 5 

1 1 2 ~ 1 2 ~ 1 

1 5 

l 5 

3 2 

1 1 

1 4 l 

I 4 4 

-
nぺ
υ
ワ
ω



(4) 魚種別、月別胃内容物

漁獲された 19種について胃内容を調査したところ、魚礁周辺から魚獲されたシマソイは甲殻類

を食していた外は空胃のものが多かった。

第 3表魚種別、月別胃内容物

日 6 7 

魚 種 餌 尾数 魚類 甲殻類 タ二工'0二 巨Fヨヨ 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明

ネ コ ザ メ
魚礁周辺

対照地 11 11 

ザ
魚礁周辺 司fi 2 2 1 

オミ シ メ
対照地

アプラツノザメ
魚礁周辺 1 1 

対照地

::2 、e
魚礁周辺

タ ナ
対照地 1 1 

ダイ
魚礁周辺

ク ロ
対照地

タ イ
魚礁周辺

-マ
対照地

キ ダ イ
魚礁周辺

対照地

イ ダ イ
魚礁周辺

シ
対照地

エゾメパル
魚礁周辺

対照地

ヤナギメバル
魚礁周辺

対照地

魚礁周辺 7 3 4 3 1 2 
シ ーマ ソ イ

対照地

エゾイソアイナメ
魚礁周辺

対照地

カナガシラ
魚礁周辺

対照地

魚礁周辺 2 2 
ヒ プ メ

対照地

魚礁周辺 1 1 
ムシガレイ

対照地

魚礁周辺 3 3 3 3 
マコガレイ

対照地

魚礁周辺
クロウシノシタ

対照地

ギ
魚礁周辺

カ ワ ，、
対照i地

ウマヅラハギ
魚礁周辺

対照地 15 15 

魚礁周辺

己工尽地
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。ホシザメは甲殻類を捕食しているものの外空胃のものが多く、他の魚種についても空胃のものが
多かった。対照地からの漁獲されたものの中には小魚、を食していたのもあるが、その数は 5~6

尾程度であった。

単位尾

8 9 1 0 

尾数 魚類 甲殻類 タ二EbH円ヨ 不明 尾数 魚類 甲穀類 グ二工b二巨円ヨ 不明 尾数 魚類 甲毅類 空胃 不明

12 12 

3 1 2 1 1 

1 1 1 1 

1 1 

1 1 

1 1 

3 3 2 2 

1 1 

3 3 

2 2 

2 2 1 l 

1 1 1 1 

4 4 

l 1 

3 1 1 1 2 2 3 1 1 1 

5 I 4 8 1 7 

5 1 4 

1 1 

5 5 

1 1 5 3 2 

q
d
 

q
J
 
っ“



(5) 月別、魚種別平均胃内容重量

6月-10月までに漁獲された 19種の魚類について月別平均胃内容重量の調査を行なった。

主として魚礁周辺から漁獲されたホシザメ、シマソイは甲殻類を食していた。ホシザメは 1尾平

第 4表魚種別、月別、平均胃内容物

月 6 7 

魚 種 餌 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲穀類 空胃 不明|

ネ コ 吋二 メ
魚礁周辺

対照地 11 

魚礁周辺 5 2. 1 
ホ シ ザ メ

対照地

アプラツノザメ
魚礁周辺 1 。
対照地

タ ナ コ
魚礁周辺

対照地

ク ロ ダ イ
魚礁周辺

対照地

-マ タ イ
魚礁周辺

対照地

チ ダ イ
魚礁周辺

対照地

イ シ ダ イ
魚礁周辺

対照地

ェゾメバル
魚礁周辺

対照地

ヤナギメバル
魚礁周辺

対照地

魚礁周辺 7 0.8 3 。
シ -マ ソ イ

対照地

エゾイソアイナメ
魚礁周辺

対照地

カナザシラ
魚礁周辺

対照地

魚礁周辺 2 。
ヒ ブ メ

対照地

ムシガレイ
魚礁周辺

対照地

1 。

魚礁周辺 3 。 3 。
マコガレイ

対照地

クロウシノシタ
魚礁周辺

対照地

カ ワ ，、 ギ
魚礁周辺

対照地

ウマヅラ，、ギ 魚礁周辺

対照地 15 4. 0 

魚礁周辺

対照地
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均 2.1 fj - 1 5. 3 fjであった。

シマツイは魚礁周辺から漁獲されたものは 6月にO.8 fj食していたものの外は空胃であった。

重量(単位{}) 

8 9 1 0 

尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明 尾数 魚類 甲殻類 グ二巴恒田円 不明 尾数 魚類 甲殻類 空胃 不明

12 15. 3 

3 7. 7 1 O. 3 

1 10.0 1 。
1 。
l 。

1 。
3 。 2 。

1 O. 1 

3 。

2 。 1 。

1 。 1 。

4 。

1 。

3 0.5 2 。 3 O. 2 

5 O. 3 8 O. 2 

5 O. 1 

1 。
5 1. 6 

1 。 5 O. 3 

民

uqa 
ヮ“



4. 標本船調査

標本船は当初 10隻予定したが、調査表の提出が 8隻よりなかったので 8隻についての月別、魚

種別漁獲量を調査した。調査は 4 7 年 1 月~ 12月までとし対象魚は、根付魚であるソイ類、ヤナ

ギメバル、エゾメバル、ヒラメ、エゾアイナメ、タイ類の 6種にした。漁法は主として l本釣であ

る。

第5表ソイ類 漁獲量単位 kg 

--------1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月標本船月別全漁獲量 10‘7 38. 3 345. 5 152.6 122.8 330 97. 5 147. 5 51. 3 101. 9 52.2 26. 5 

標本船魚礁
1. 8 8.64 91. 76 43. 84 27. 61 207.56 28. 43 11. 76 14. 51 

からの漁獲量

魚礁か ら の
1.7 23 37 28 22 63 29 8 28 

漁獲比率 % 

ソイ類は権現崎周辺から竜飛周辺の天然礁での漁獲がもっとも多く、特(1[ 4 月 ~5 月にかけソイ

類の産卵期といわれる頃に多獲されている ρ

魚礁からの漁獲は 6月に 20 7 6 kg漁獲され全漁獲量(3 3 0 kg )の 63%を占めた。次に 3月

(37%)7月 (29%)4月、 9月(2 8 9も)の11闘であった。

第 6表ヤナギメバル 漁獲量単位 kg 

-------、
1 月 2月 3 JJ 4 月 5月 6 月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

標本船月別
1， 551. 5 1， 700 5， 868. 4 1， 263. 7 306. 2 1， 035. 1 354. 2 529. 8 132.69 491. 6 152.5 767. 4 

全漁獲量

標本船魚礁
iJ、 ら の 301. 78 412β2 2.049.46 353. 24 306. 2 443.05;63.08 25. 45 111. 9 

漁獲量

魚礁からの
19 24 34 27 3 43 18 5 84 

漁獲比率%

0 ヤナギメバルもソイ類と同漁場で漁獲されており、標本船で漁獲の多いのは 12月-6月頃まで

で、この頃メバル類の産卵期に当り天然礁並tて大型魚礁周辺氏集ってレる。魚礁から多く釣獲され

たのは 9月で、全漁獲量 13 2. 7 kgのうち魚礁からの漁獲は 11 1. 9 kg ( 8 4 % )であった。次に

6月(4 3 %)、 3月 (34%)4月(2 7 % )の順で漁獲されていた。

第 7表エゾメバル 漁獲量単位 kg 

---------1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月標本船月別全漁獲量 4.5 45 8 18.6 11. 2 33. 2 24. 7 23. 8 76. 5 2 11 

標本船魚礁
14.68 6. 36 2. 8 17. 42 7. 73 4. 14 O. 75 

からの漁獲量

魚 礁か ら の 32 34 25 52 31 17 
漁獲比率%

1 

0 エゾメバルの漁獲は 1 月~ 1 0月頃までで、標本船が魚礁周辺から多獲したのは 3月-7月で、

6月は全漁獲量( 3 3.2 kg )の内魚礁からの魚獲は 17.4k9(52%)であった。次に 4月(3 4 

9も)3月 (32%)5月(2 5 %)でこの時期に魚礁に集っていた。
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第 8表ヒラメ 漁獲量単位 kg 

---------1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月標本船月別全漁獲量 131. 3 12.2 158. 9 842. 9 56.7 13. 5 13.9 220.4 391. 4 

標本船魚礁
7. 75 3. 66 52.45 102.37 2. 7 

からの漁獲量

魚礁か ら の
30 33 12 20 

じ色獲比率乏」ー
6 

」ーー

0 ヒラメの漁獲は 3月、 8月、 9月を除く各月で、魚礁周辺の砂泥地から多く漁獲されたのは4月

で、全漁獲量(1 5 8. 9 kg )のうち魚礁周辺では 52. 5 kg ( 3 3 % )の漁獲であった。次κ2月

(30%)7月 20%の順であった。

第 9表タイ類 漁獲量単位 kg 

------1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月標本船月別全漁獲量 2. 7 1. 4 3. 6 34.4 43.0 18. 1 

標本船魚礁
o. 81 1. 12 1. 08 

からの漁獲量

魚礁か らの
30 80 30 

漁獲比率%

0 タイ類の漁獲は 1月、 2月、 4月、 6月、 8月、 9月を除く各月で、権現崎周辺の天然礁並に大

型魚礁周辺から釣獲されている o 5月には全漁獲量(14 kg )のうち魚礁から 11kg(809も)漁

獲された。次に 3月(30%)7月(3 0 %)のI1慎であった。また 10月、 1 1月、 1 2月は魚礁

からの漁獲はなかった。

第10表ェゾアイナメ 漁獲量単位 kg 

-------、 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

標本船月別全漁獲量 5. 1 13. 5 17. 1 3.1 15. 7 83. 3 6. 8 

標本船魚礁
4. 32 1. 02 5 15 25. 0 1. 08 

からの漁獲量

魚礁か ら の
漁獲比率%

25 31 3 30 16 

0 エゾアイナメは 1月-7月まで漁獲され天然礁周辺と魚礁周辺から多く釣獲されているようだ。

魚礁から多獲されたのは 6月で全漁獲量83.3 kgの内魚礁から 25. 0 kg ( 3 0 % )漁獲された。次

に4月 (31%)3月(2 5 % )の順で漁獲されていた。
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第14図 小泊沖大型魚礁設置場所と漁場図
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N 調査の成果及び今後の課題

0 小泊沖

1 調査の成果

標本船の魚礁利用状況及び漁獲調査の結果からみて、小泊f中の大型魚礁は毎年1月-9月頃ま

で多く利用されていた。その主要魚種であるソィ類、ヤナギメバル、エゾメバル、ヒラメ、タイ

類、エゾアイナメの 6種について標本船の全漁獲量は 18，2 3 7 kgで、魚礁周辺からの漁獲は

5， 2 4 7 kg ( 2 9 % )の魚獲であった。漁業者からのききとり調査によると年身根付魚が多く集

るようになってきたときかされた。

2. 今後の課題

小泊沖の大型魚礁については 47年の 6月-1 0月まで三枚網κよる漁業試験を行なったが、
夏の小泊沿岸は潮流が速く、日中は 1-2マイルで、魚探反応個所を確認して三枚網を投網したが

魚群からはずれ、根付魚の漁獲が非常κ少なかった。今後漁業試験による調査を実施するのであ
れば 10トン以上の漁船でメバル刺網により試験を行なうと一層効果があげられるものと考えら

れる。
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